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表1 植物性食品中のグルタチオン含量
 グルタチオ ン(y-glutamyl-cysteinyl・glycine, GSH)






か らみて重要な機能 と考え られる。植物において も除
草剤などの農薬代謝にその役割の一端を求める研究が
ある5'6)。
 表1に は,野 菜類などの植物中のグルタチオ ン含有
量を示 した7-9)。動物組織に くらべると低いが,比 較的
高濃度にグルタチオ ンを含む食品があることがわかる。
しか し食晶中に含まれるグルタチオ ンが,人 体内で作





種  類 含 有 量
ホウレンソウ
キ ャ ベ ツ
シ  ロ  ナ
カ    ブ
パ  セ  リ
ナ    ス
カ ボ チ ャ
ト  マ  ト
ク レ ソ ン
カ リフラワー
ク廿       一エ    豆
サヤエ ンドウ
エ ン ド ウ
枝    豆
エ ノ キ タ ケ





















II.ペ プチ ドの 腸管 吸収
 グルタチオ ン(以 下,GSHと 略す。)の腸管吸収に
ついて述べる前に,一 般的なジ まーたは トリ ペープチ ド
の腸管吸収を概観 してお く。
 食品中の蛋 白質は消化液中の加水分解酵素の働 きで







には疑いはない。 しか し,ジ ペプチ ドや トリペプチ ド





































































































GSH， 20%が GSSGとして回収され， 20分後では23







Hunjan & Everedの反転小腸を用いた実験m で
は， GSHは代謝されることなく柴膜側にあらわれ，
乙の GSH輸送は Gly-Gly-Gly，Gly-Glyまたは Gly-
Leuなどグリシンをもっペプチドlとより阻害されると
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